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が身近にあり，そこに包まれていることを彼に実感させるものであった（Henri J. M. Nouwen, 
Life of the Beloved (New York: A Crossroad Book, 1992), pp. 97～ 99）。彼のこれまでの日々は日本
が平和で，楽しい「理想の世界」に生まれ変わることを創造主に祈り，務めることでもあった。 
 　創造主に赦されつつ，「愛のキリスト」を慕い，「1人びとりはかけがえのないものだ」と尊重
され，いのちの源の創造主よりこの世に送り出されたいのちあるものが「輝き，喜び，祝されて」
生きられる「世界の構築」を求めて生き続けた西村伊作はこれまでほとんどキリスト教史で省み
られなかった。それは西村の人生にまとわりつく「悲惨とも思われる出来事」「多くの富の所持者」
「個性的で，自由に生きようとする歩み」は創造主とともに，謙遜に，誠実に，清貧に生きる「典
型的な信仰者」の姿から「逸脱」しているかのように見なされたからであろう。彼の日々に捺さ
れた烙印は，「危険思想家」，「弱者・貧者と距離を保つ富豪」，「神中心でなく，人間中心の生き
方を求める自由勝手な，不遜な輩」だと，悪意をも帯びたものであった。しかし，こうした風評
は彼の実相を捉えきれているのだろうか。 
 　たとえ，伊作が「峻厳な神」と向き合えなくても，彼の中にも，熱い神への祈りはあり，聖書
と格闘し，キリストを慕い，赦しをこう生き方はあった。熱心な信仰者の父余平と過ごした日々，
叔父誠之助の「弱者への愛（「貧しい人々」から薬価を請求せず，また，彼らから払われる小額
の謝礼も快く受け取った。」（大石誠之助著「国体論」二（「熊本評論」15号所収）熊本評論社，
1906年，3頁））」などは一生消えることなく，彼の人生の節目，節目で思い出され，生きる指針
となっていたはずだ。そしてこの伊作の苦悶，理想を求める歩みや，キリストを見上げ，赦しを
こいつつ，明日へ向かって歩ませてほしいとの祈りは，自己嫌悪に苦しみつつ，苛酷で，矛盾に
満ち，激しい競争へと駆り立てるこの世にある人々に生きる力や慰め，希望を与えることだろう。
すべてのいのちは祝されてこの世に送られている。自らを大事にし，他の存在をも愛おしむ心，
自利利他の心を備えて，この世で生を紡ぐものたちである。 
 注 
 1） 西村伊作の周りには教会があった。伊作が誕生したのは1884（明治17）年9月6日である。父大石余平が自
らの土地をささげて，和歌山県新宮に，プロテスタントの教会を献堂したのは1884年6月である。また，奈
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良県吉野郡下北山村に，父母と一緒にその地へ移った1887年に，ここにも，教会が誕生した（J・B・ヘー
ル著『日本伝道二十五年』大阪女学院，1978年，173頁。西村伊作著『我に益あり』，45頁）。下北山村の教
会でのクリスマスの思い出を，伊作が記しているので抜き書きしておこう。「その［下北山村］教会は大き
なケヤキの木が枝を張った下に建てられ，クリスマス・カードの絵のようであった。私の小さなときの初め
ての記憶の一部として覚えているのは，その教会におけるクリスマスである。父はヒゲノカツラという蔓草
を採って来て天上のぐるりへ張り回し，ナンテンの赤い実を持って来て，ほとんど自然のものばかりで装飾
をした。今日のようにクリスマスツリーへ豆電球をつけるようなわけにはいかなかった。そしてお祝いのお
菓子をつくり，村人を集めて皆に配った。私はそのときもらったお菓子の色や形を今でも思い出すことがで
きる。村人はそれが非常に珍しい祭りだと思った。」（『我に益あり』，46頁）。 
 2） 人々に与える家庭，ホームの意義を提示したのは西村伊作以外にもいた。1903年に，内村鑑三は『聖書之研究』
に「家庭の建設」という論説をのせている。「家庭とは勿論家屋のことではありません，勿論家庭を作るに
は家屋は必要であります，然しながら家屋があればそれで家庭が出来たとは言はれません，家屋は物であり
まして家庭は精神であります，此事を知る事が家庭を作る上に必要であります。（中略）家庭とは神より愛
を受けた者が其愛を相互に交換する所であります（『聖書之研究』第38号聖書研究社，1903年，46～ 48頁）。 
 
 
